
日本の社会を元気で活力あふれるものにするには、高齢者が生き甲斐・働き甲斐を持って活動できることが重要であ
る。その第一条件が健康であることは間違いない。日本は世界でトップクラスの長寿国だが、2010年の調査によれば、
平均寿命から介護が必要な期間を差し引いた「健康寿命」は、男性で平均寿命より9年余り、女性で12年余り短い。
このギャップをどう埋めるべきか。政・産・学を代表するお三方に、健康の源である「食」と、食を支える「農業」の活
性化、さらに国民の健康増進策など、日本を元気にする処方箋を語り合っていただいた。

目指せ！ 国民総健康度世界一
健康増進を情報提供や報奨で支援

服部　社会が元気にならなければ、国

民も元気になりません。その意味で、

安倍新政権のデフレ脱却・経済活性化

政策は非常に期待されています。国土

強靭化のための投資などで需要を創

出、成長力を取り戻そうという強い意

志が感じられるからです。ただ、日本

は世界に類のない高齢化が進行、その

ための社会保障費が増え続けると予測

されています。「元気な社会」を実現す

は4.6兆円に激減し、立ち行かなくなっ

ています。そこで、国土強靭化の一環

である老朽化したインフラ整備などに

資金を重点的に配分し、地方の建設会

社の出番を増やすのです。

　それと同時に、東日本大震災の復興

など目前の課題に取り組みながら、長

期的な成長戦略として国際競争力のあ

る産業の育成に力を注ぎます。高橋是

清の時代と違って今の企業にはカネが

ありますから、政府は規制緩和などで

投資を促す政策を打ち出していく。既

にいろいろなアイデアが出ています。

服部　日本の医療費は2010年度には

37兆円を超え、2025年度には56

兆円に上るという予測もあります。年

金や医療保険など社会保障費の負担を

重いと感じている国民が多いのではな

いでしょうか。

麻生　高齢化で医療費が増えるのは確

かでしょう。高齢化社会のイメージは

総じて暗いのですが、暗いことばかり

に目を向けず、「健やかに老いる」こと

で活力ある高齢化社会を構築すること

を考えた方がいい。世界でいち早く高

齢化を迎えた日本が、少子化をカバー

する活力ある高齢化社会の創造に成功

すれば、世界は間違いなく日本を見習

うようになります。日本は、高齢化の

課題解決先進国になるのです。

野菜の摂取により
生活習慣病の予防を

服部　厚生労働省が、この4月から始

める国民健康づくり運動「健康日本21

（第2次）」には具体的な目標が挙げら

れていますが、中でも「栄養・食生活」

は生活の質（QOL）との関わりが強い。

内田教授は食品機能化学がご専門で、

日本人の食生活の変化と健康や疾病と

の関係も研究されてこられたお立場か

ら、生活習慣病と食生活の関係につい

て、どのようにお考えですか。

内田　私は、主に植物起源の機能性食

品成分を研究しています。“体が錆び

る”と表現される酸化ストレスなど健

康を損なうメカニズムの解明と、その

予防につながる食品の機能性について

です。戦後、日本人の食事は大きく変

化し、動物性食品を食べることによっ

て感染症や脳出血が減少し寿命が延び

たと言われています。その一方で現在

増加が深刻な問題となっている生活習

慣病の発症に、栄養・食生活の偏りが

関わっているものも多くあります。

　長生きと引き換えに病気になってし

まうのは、ある意味、仕方ないとして

も、なるべく病気にならずに人生の終

末を迎えるには、生活習慣の是正が重

要になります。食習慣改善の1つに、

私は「野菜の摂取」を挙げたいですね。

健康日本21（第2次）では、1日の野菜

の摂取量を282g から350gに増や

すことを目標にしています。目安は小

皿の野菜料理70gの5皿分です。

服部　「野菜の摂取」と生活習慣病予防

の関係性はいかがですか。

内田　植物は全般的にビタミンや食物

繊維が豊富ですが、このほかに生理活

性物質を含みます。例えばカテキンや

アントシアニン、イソフラボンといっ

た成分名は聞いたことがあるでしょう。

こうした生理活性物質は無数にあっ

て、生活習慣病の予防や老化防止に効

果を発揮することが分かっています。

植物は、少量でも効果を示す「きらり

と光る小さな力の集合体」なのです。

ただし、野菜には薬のような病気を治

す効果はありません。マイナスをゼロ

に戻すのではなく、マイナスにならな

いようにする役回りです。野菜をきち

んと取ることが、生活習慣病の予防と

して重要だと思います。

的確な健康情報を発信し、
自助努力を促進する仕組みを

服部　医療費の膨張を食い止める施策

として私が提案したいのは、心身の病

気の予防に力を入れることです。具体

的な活動の1つは、健康に関する正確

な情報の発信です。インターネットの

情報は玉石混交で真偽不明なものが多

いのですが、的確な情報にたどり着け

るようにします。もう1つは健康自立

を促す啓蒙活動で、TOM（怠慢・臆病・

無知）を撲滅、健康寿命の伸延を推進

するのです。

　そのためには、病気の治療ではなく

健康の増進を推進する組織が必要で、

例えて言えば「国民健康省」のようなも

のを設置し、平均寿命＝健康寿命、つ

まり心身ともに健康で介護してもらう

期間がほとんどない「国民総健康度世

界一」を目指すのです。そのための活

動費は、ジェネリックの拡大や治療内

容の点検などあらゆる策を駆使して医

療費を5％削減、そのうちの1％を振

り向ければいいでしょう。

麻生　これからの医療は予防に重点を

るうえで、この財源問題を避けては通

れません。この問題を、財務相・金融

相でもある麻生副総理はどのように捉

えていらっしゃいますか。

「健やかに老いる」ためにも
経済の元気が大前提

麻生　戦後、日本が経験してきた不況

はすべてインフレ不況で、デフレ不況

は1930年代の大恐慌まで遡ります。

この時、早い段階で日本がデフレ不況

を脱却できたのは、当時の大蔵大臣・

高橋是清の積極的な財政政策によると

ころが大きい。安倍政権でも、金融緩

和・財政出動・成長戦略の「３本の矢」

でデフレ脱却を目指します。

　具体的にどうするかというと、まず

内需を拡大します。日本の輸出依存度

はGDP（国内総生産）で11％程度で、

国内市場の方が圧倒的に大きい。だか

ら、まず国内景気を回復させる。それ

には非常に厳しい状況にある地方経済

の立て直しが先決です。地方の建設会

社は、公共事業費が小渕内閣の時の

14.9兆円から2012年度当初予算で
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本記事企画に関するお問い合わせ

置くべきです。2010年度の65歳以

上の年間医療費は1人当たり70万円

を超えています。もともと体が弱い人

は別として、健康に留意しないがゆえ

に医療費がかかる人がいる一方で、き

ちんと自己管理し、医療費が少なくて

済んでいる人もいる。これを放置して

おくのは不公平です。

　その意味で、健康自立を促す策とし

て、きちんと自己管理をし、健康を維

持している人には努力に見合うインセ

ンティブを与えるという案は賛成です。

例えば1年間医者にかからなければ報

奨がもらえるなど、ピンピンしている

時にしかるべき恩恵を受けられる仕組

みにすれば、もっと真剣に自分の体に

向き合うようになるでしょうね。

内田　「国民健康省」というのは面白い

アイデアですね。健やかに老いるため

には、当然、食事も大事です。そうな

ると厚労省だけでなく農林水産省も関

わってきます。国民の健康を守るため

に踏み込んだ施策を実行するには、縦

割り行政ではなく横串を刺す組織が必

要だと思います。

農産物のブランド商品化を促進
農地の貸借は都道府県の媒介で

服部　「医食同源」という言葉に代表さ

れるように、健康の基本に食がありま

す。食糧安全保障も重要ですし、日本

人の健康維持・増進も大切です。それ

らは農業政策はもとより外交政策・通

商政策とも関係するわけです。農業は

輸入農産物との価格競争にさらされて

いますが、日本の農業振興について、

副総理はどのようにお考えですか。

麻生　海外では和食だけでなく日本の

食材も大変な人気です。上海では福岡

県産の苺「あまおう」が10粒4000円

で売られている。1粒400円ですよ。

それがバンバン売れている。高級レス

トランでは、椎茸は大分産、フカヒレ

は三陸の気仙沼産などと宣伝して、品

質が高くて安全な日本産の食材を使っ

ていることを売りにしています。

　これからは、こうした農産物を「日

本ブランド」として海外にどんどん売

り込んでいけばいい。そのためにはブ

ランド化する能力、すなわち「売る力」

が求められる。栽培などの「技術を売

る」という発想も必要です。日本の農

業は、このような工夫次第で国際市場

に進出し、そこで勝ち抜くことも可能

でしょうね。

内田　今、日本食が世界的なブームで

すが、ならばその素材である農産物が

通用しないはずがありません。ただ、

戦い方は工夫しなければなりません。

大量生産されている農産物と同じもの

を作るのではなく、付加価値の高いも

のづくりで勝負すべきです。例えば、

大学の研究の知見を野菜の栽培に応用

して、目的の成分を多く含む健康効果

の高い機能性野菜を作るのです。品種

改良を含め競争力のあるユニークな野

菜を作る際には、農学部は野菜の“キャ

ラクターづくり”で貢献できると思い

ます。

服部　構造改革をテコに、内に閉じこ

もるのではなく外へ出ていくことで、

日本の農業が発展する道が開けるのは

間違いないですね。ところが、TPP（環

太平洋経済連携協定）では農業関係者

に反対の声が強い…。

麻生　TPPではいろんな議論があり

ますが、今、100％関税撤廃ができ

るのはシンガポールとブルネイくらい

です。米国もすべての農産物の自由化

はできません。つまり、品目によって

国の思惑は違う。日本は米ですが、米

国は牛肉を例外にしたいはずです。そ

ういうことを考え合わせながら、個別

に交渉すれば必ず道は開けます。

服部　東洋新薬は、佐賀県や熊本県な

どの行政と協定を締結し、地元の人々

や組織と連携しながら、農産物や地域

産品のマーケティング支援なども行っ

ています。日本の農業が国際競争力を

身につけるには生産性の向上が不可欠

です。また、就業者の高齢化、後継者

不足という問題もあります。これらの

解決には株式会社による農地の保有を

はじめとする規制緩和など、抜本的な

改革が必要だと思いますが…。

麻生　その考え方は分かります。ただ、

70代、80代の農地所有者は戦後の農

地改革の原体験から「農地は貸したら

戻ってこないのでは…」という不安が

強く、貸すことにはとても消極的です。

この問題の解決には、企業と所有者が

直接契約するのではなく、例えば都道

府県が媒介する方法がいいでしょう。

要は信用問題なのです。所有者も「都

道府県ならば」と信用して貸してくれ

る。土地を動かすにはそのような工夫

が要るのです。

医学部などとの連携により
食品の機能性解明を推進

服部　内田教授は、農学部で健康を維

持する機能を持つ食品の研究をなさっ

ていますね。これまで食品機能化学の

分野で、病気の予防や健康の増進につ

ながるような成果としては、どのよう

なものがあったのでしょうか。

内田　植物中の生理活性物質が病気の

予防につながることは分かっているの

ですが、それはなぜかというメカニズ

ムは、実はよく分かっていません。例

えばポリフェノールは抗酸化作用が非

常に強いことは分かっていますが、人

体でどのように働いているのか、その

メカニズムには不明な点が多いのです。

分からないことがたくさんあるからこ

そ、研究のやり甲斐があるのですが…。

食品の世界ではiPS細胞のような大発

見は生まれにくいと思いますが、部分

的にでも解明できるように、粘り強く

研究を続けています。

　食品の健康機能の重要性は、生活習

慣病の予防という観点から認識される

ようになりましたが、この分野の日本

の研究レベルは世界的に見ても高水準

だと思います。ただし、こうした基礎

研究を続けるには農学部だけでは難し

く、機能性のメカニズムの解明には医

学部など他分野との連携が不可欠で

す。この場合も、縦割りではなく横串

を刺すような発想、活動が重要です。

運動も食事も「継続は力なり」
日々の健康管理で健やかに

服部　トップリーダーには激務に耐え

られる体力と健康の維持が欠かせませ

んね。副総理はオリンピックに出場さ

れたほどのスポーツマンですが、日頃

実践していらっしゃる健康法はどんな

ことですか。

麻生　ゴルフ場に行くと、歩けない人

がなんと多いことか。72歳の私より

若いのにカートに乗って移動している

人がいる。私は常々、高齢になっても

自分のことは自分でできるようにと

思っており、それで朝のウオーキング

を続けているのです。昔オリンピック

選手といっても、60歳を過ぎればつ

るべ落としのように体力は落ちる。で

すので、健康を維持するには継続し、

努力することが重要なのです。

内田　健康づくりは続けることが大切

ですね。私はブロッコリーやキャベツ、

大根、小松菜などアブラナ科の野菜を

積極的に食べるようにしています。研

究結果から、アブラナ科の野菜に含ま

れる成分がガンの予防に働く可能性が

示唆されていますから。食事に即効性

はありませんが、「継続は力なり」でじ

わじわ効いてきます。

服部　野菜を取るのはよいことだと分

かっているけれど、その当たり前のこ

とが当たり前にできないのが悩ましい

ところです。TOMすなわち怠慢・臆病・

無知が健康づくりの妨げになっている

ことの証しと言えるでしょう。TOM

を撲滅し「国民総健康度世界一」の社

会を実現したいものです。      

麻生太郎事務所　http://www.aso-taro.jp/
名古屋大学大学院 生命農学研究科　http://www.agr.nagoya-u.ac.jp/
東洋新薬　http://www.toyoshinyaku.co.jp/
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「健康国家・日本」を目指して

国民総健康度
世界一の社会

注）健康寿命＝平均寿命－要介護期間＝自立して活動できる年齢

TOM（怠慢・臆病・無知）の
撲滅

健康寿命の伸延

的確な健康情報の発信

医療費・介護費の低減

心身向上運動・食生活の
改善


